
 

 

  

 

場所 日にち 時間 

島コミュニティセンター 

９月３日(水) 

10:30～11:00 

老蘇コミュニティセンター 11:30～12:00 

サン・ビレッジ近江八幡 14:30～15:00 

フレンドマート八幡鷹飼店 15:30～16:00 

武佐コミュニティセンター 

９月４日(木) 
※フレンドマート安土

店は今回、曜日、時間
ともに変わります。 

9:30～10:00 

馬淵コミュニティセンター 10:30～11:00 

北里コミュニティセンター 11:40～12:10 

フレンドマート安土店 ※14:30～15:00 

金田コミュニティセンター 

９月５日(金) 

9:30～10:00 

桐原コミュニティセンター 10:30～11:00 

岡山コミュニティセンター 11:30～12:00 

 

１６１号 【令和７年９月】 

〔近江八幡図書館〕 

〈電話〉0748-32-4090 〈FAX〉0748-32-4099 

開館時間：午前 10時～午後 6時 

 

〔安土図書館〕 

〈電話〉0748-46-6479 〈FAX〉0748-46-6591 

開館時間：午前 10時～午後 6時 

ホームページも 

ご利用ください！ 

□…近江八幡館休館 ○…安土館休館 ■…両館休館 

 今月の展示 

 ９月２１日は世界アルツハイマーデーです。認知症について知るため

の本や、いつまでも健康で自分らしく暮らせるヒントになる本を特集し

ます。誰にでもやってくる来「老い」に向き合ってみませんか？ 

【いつまでも自分らしく～人生１００年いきいきと～】 

 今年は昭和１００年にあたります。これにちなんで、ご年配には懐か

しの、若い人には未知の世界である、「昭和」を本で振り返ります。 

【昭和１００年】 

《移動図書館巡回日》 
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図書館の本棚より 

著者は木彫りのアーティストで、本物と見間違うほど精巧に 

作る木彫りのテクニックとペイント技術を持っています。 

しかし、初めから木彫りアーティストになると決めていたわけではあり

ません。自分が何をしたいのか悩んでいた時に、友人の一言で木彫りに出

会い、「自分にとって得意なこと」を見つけて前向きになれた体験談が写真

とともに書かれています。木彫りで溶けかけの氷やコーヒーを注ぐ瞬間ま

でも作ってしまう作者は、人を驚かせたい、楽しませたいという思いで

次々作品を生み出します。 

「人は何にでもなれる可能性を秘めている」と信じさせてくれる１冊で

す。将来に不安を抱いている人に、ぜひ読んでもらいたいです。（平井） 

 

 

 

タイトル 著者 出版社 

考える機械たち インガ・ストルムケ 誠文堂新光社 

本が読めない３３歳が国語の

教科書を読む 

かまど 

みくのしん 
大和書房 

死なないと、帰れない島 酒井 聡平 講談社 

ヨルダンの本屋に住んでみた フウ 産業編集センター 

市長たじたじ日記 清水 聖士 三五館シンシャ 

SISTER“FOOT”EMPATHY ブレイディみかこ 集英社 

島まみれ帳 ミロコマチコ ブロンズ新社 

光と音楽 大江 健三郎 講談社 

松本清張の女たち 酒井 順子 新潮社 

サイレントシンガー 小川 洋子 文藝春秋 

エレベーターのボタンを全部

押さないでください 
川内 有緒 ホーム社 

青の純度 篠田 節子 集英社 

暦のしずく 沢木 耕太郎 朝日新聞出版 

災疫の季節 中山 七里 角川春樹事務所 

蛍たちの祈り 町田 そのこ 東京創元社 

築５０年のおんぼろアパート「朧荘」に住む大学生の夏芽 

は、ある日、まるで異次元に迷い込んだかのような不可解な 

出来事に遭遇します。混乱する夏芽ですが、思いがけずアパートの隣の部

屋に住む老人、鳴滝にその出来事を打ち明けることになります。鳴滝老人

は、名前以外の一切の素性がわからない正体不明の人物でしたが、鋭い推

理力と尋常ではない人脈を持っていて、あっという間に夏芽の身に起こっ

た謎を解き明かします。この出来事をきっかけに、夏芽と鳴滝老人は街で

起こる様々な事件に挑みます。鳴滝老人の正体を訝
いぶか

しく思いながらも、持

ち前の好奇心から事件に首を突っ込んでしまう夏芽と、どんな時でもマイ

ペースな鳴滝老人との掛け合いが面白く、コミカルで軽妙な物語の楽しさ

と、人の優しさや温かさが感じられる謎解き小説です。（荒川） 

 

『おぼろ迷宮』 月村 了衛/著（KADOKAWA） 

新しく入った本 

新しく入った本の中から、一部を紹介します。 

貸出中の本は、予約していただけます。図書館のカウンター、館内検索機、

電話、FAX、ホームページでお申込みください。 

 

『まだ何になるかわからない』 
キボリノコンノ／著（文藝春秋） 


